2019年度　　基本方針

	　　役職名　総務研修委員会　委員長
	氏名　重野　隆太

	社業を存続させるだけでも厳しい現代社会のなかで、全国的にＪＣの会員数が減少傾向にあり、我々霧島ＪＣも同様の問題を抱えており影響力の低下が危ぶまれているのが現状です。まずは、メンバー一人ひとりが経済人としての自覚を持ち、自己研鑽に励み、魅力あるリーダーに成長するのはもちろんのこと、同じ会に属する我々が横のつながりを大切に切磋琢磨することで、地域の問題に一丸となって行動できる組織となる必要があります。
まずは、霧島ＪＣの運動の効果を高めるために、情熱的な呼びかけで総会・定例会などの参加者数を増やし、組織の一体感を高めます。そして、効率的かつ効果的な諸会議を開催するために、前年度まで運用されてきたルールの引継ぎと改訂を行い、連絡体制を整えるとともに、公益法人運営の見直しを全会員でおこなえるよう周知します。さらに、機動的な組織へと進化するために、本年度の方針を把握し、会全体に情報共有を行い、各委員会の事業を全体事業と捉え率先して行動し模範となるよう努めて参ります。また、我々の事業を効果的なものとするために、例会にて社会人基礎力テストを行い、ニーズの調査、方向性の明確化を行い事業への機運を高めます。そして、先見の明を持ち、自ら率先して行動し地域や企業に貢献できるリーダーを育成するために、社会人基礎力向上の研修事業を行い、個々の能力を向上させ時代に即したリーダーへと成長できる場を提供致します。さらに、霧島ＪＣの運動をより大きくするために、我々の住み暮らす地域の発展に当事者意識を持ち、会員同士が協力をはかり、一丸となって率先垂範を胸に行動してまいります。
組織のまとめ役であり、扇の要である我々が、組織全体を見渡し率先して模範となる行動を心がけ、厳しい現代社会を生き抜く自己研鑽の機会を提供し、会員同士の仲を深め一丸となって魅力的な組織へと進化することが、このまちへの貢献になると確信いたします。
背景２００文字

目的４８０文字

結果１２０文字

計　８００文字（句読点含む、ローマ字・数字は全角表記）
・機動的な組織への進化
・地域の発展に貢献できるひとづくり
・総会の企画、運営、設営

・担当例会の準備・設営・運営

・組織力向上事業

・会員拡大委員会との連携

・ホームページ管理更新

・総務としての担い・役割
・総会

・例会
・研修事業
・横のつながり

・各委員会の事業を全体事業として捉えることを追加
担当委員会の担い（大項目）
強固な協力体制から力強い運動を推進していく運営基盤の確立

我々青年経済人は先見の目を持ち、自ら率先して行動し地域や企業の原動力となりえる魅力あるリーダーとしての成長するための機会提供
機動的な組織への進化

1.力強い運動を推進できる質の高い組織運営基盤の確立

2.組織としての透明性の確保　方向性の共有　透明性の確保

3.時代に合った組織運営の構築

4.

5.

多くの機会を提供できる組織運営

1.自分の社業の成果を残しながら地域においても他者においても良い影響を与えられる人間

2.先見の目を持ち、魅力あるリーダー

3.自己研鑽できる機会の提供

4.社会人基礎力を兼ね備える

5.地域の発展に貢献できる人財


第１回臨時正副理事長会議
意見１：全体的に再考して下さい。
対応２：全体的に再考しました。
意見２：背景の1文目が不要で、時代背景の変化を書き、問題提起も記載して下さい。
対応２：背景を再考し記載致しました。
意見３：「組織の方針とルールのもと」意味がわかりません。
対応３：組織の方針に訂正しました。
意見４：手法と結果がリンクしていません。
対応４：リンクするよう訂正しました。
意見５：会議ではなく例会など正式名で記載して下さい。
対応５：正式名にて記載しました。
意見６：会員同士が協力を強調し、拡大については書かなくて良い。
対応５：会員同士の協力を強調し、拡大については削除しました。
意見６：結果の部分は1文にて記載して下さい。
対応５：1文で記載しました。
